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▶2017 年もどうぞよろしくお願い申し上げます。こ
の編集後記は11月末に書いており，相変わらず
の自転車操業状態で，新年を無事に迎えられる
気がしておりません。本号が皆さまのお手元に届く
頃には落ち着いていられるとよいのですが…。
「来年こそは脱・自転車操業」と毎年編集後記に
書いている気がしますが，2017 年こそは！（汗）
▶本号8ページに掲載の広告にございますように，
看護管理者の方々を対象に弊社主催セミナー
「ナーシングカフェ」を久しぶりに開催させていただ
くことになりました。本号で全 18回の連載が最終
回を迎えた市瀬博基先生はじめ弊誌でおなじみ
の3人の講師をお迎えし，ご自身のマネジメントや
組織全体のありようについて少し落ち着いて振り
返っていただくための機会をご提供します！　講師
のお人柄もあり，楽しいセミナーになると思います。
看護師長さんと主任さんなど，1施設から複数名
のご参加も大歓迎です。お申し込みをお待ちして
おります。 （小齋）

▶新年明けましておめでとうございます。気づけば
私にとって2度目の新年号となり，時の流れの早さ
を実感しています。自宅にはいつの間にかこたつ
が現れ，例年のごとく飼い猫と場所取り合戦をして
います。猫の行動で不思議なのが，夏は家の中で
一番涼しい場所，冬は一番暖かい場所にいつの
間にか陣取っていることです。こたつで暖まってい
たと思ったら，暖房をつけた途端に出てきて最も
温風の当たるソファに移動します。なんだか悔しい
ので，暖房をつけておびき出す，こたつの場所を
確保する，暖房を消すということをしていましたが，
なんだか切ない顔でこちらを見るのでやめました。
▶そんな中，この場で何度か話題としました「ビー
ル検定（通称びあけん）」の3級と2級同時受験
の合否通知が届きました。結果は3級のみ合格，
2級は70点の合格ラインまで9点足りず不合格で
した。2級合格を今年の目標の1つとして，まずは
お正月に猫とこたつで暖まりながらビールを楽しみ
たいと思います。 （宇津井）
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病院と訪問看護
患者の「退院直後」を連携で支える
地域包括ケアシステムの推進により，「時々入院ほぼ在宅」が現実のものとして視野に入りつつ
あります。治療を目的とした病院看護と，在宅生活の支援を目的とした訪問看護との間をつなぐ
のも看護の力です。実際にさまざまな形で訪問看護と連携し，在宅移行を実現させている病院
は増えています。  
本特集では，病院と訪問看護の連携，特に医療依存度の高い患者の在宅移行期の支援に
焦点を当て，その重要性や活用できる制度の情報について解説するとともに，地域あるいは併
設の訪問看護事業所と連携して退院支援に取り組む病院の実践を紹介していただきます。

訪問看護と病院の連携による退院支援の動向と期待◉奥田清子
退院直後の心配な時期こそ訪問看護の利用を　活用できる制度と在宅移行のコツ
◉北澤彰浩
リソースナースと訪問看護ステーションが連携した，重症患者の在宅移行期の支援
◉間宮直子／池田恵津子
訪問看護事業所との連携で医療依存度の高い患者の在宅療養を支援する
◉飯尾美和
退院直後の再入院を防ぐ，移行期支援に必要なポイント◉深澤香織
病院から訪問看護ステーションへの出向システムの成果◉中島由美子

巻頭

大学院で学ぶ看護管理学　現場の実践から新たな「知」を生むために②
青森県立保健大学大学院

特別記事

諏訪中央病院における多職種連携研修の取り組み◉山岸紀子／春田淳志
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